単元指導計画　　小６     Hi, friends!２　Lesson　８    　What do you want to be?　　「夢宣言」をしよう　　　　　　　　　　　[全４時間]　　　　　　　　　　　　　　　　
	単元の指導目標
	ヒントゲームやスピーチ活動を通して，職業を表す表現を聞いて，日本語と英語との音の違いに気付くとともに，将来なりたい職業に関する表現に慣れ親しみ，互いの将来の夢を伝え合いながら積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。


《中学校へつなげるポイント》小学校最後の単元であり，慣れ親しんできた英語を駆使して，自分の夢を自信をもって話すことができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	時
	１
	２　　Good job！シート
	３
	４　Good job!シート（インタビュー）

	ね
ら
い
	職業ビンゴをすることを通して，職業を表す表現の日本語と英語との音の違いに気付きながら，その表現に慣れ親しむ。
	カルタゲームやペア探しゲームを通して，同じ職業でも，外国では服装の色や，道具などが違うことに気付き，職業の名前や将来の夢を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむことができる。
	将来の夢を当て合うインタビューゲームを通して，職業の名前や，将来の夢を尋ねたりその理由を伝えたりする表現に慣れ親しみ，積極的に多くの友達とコミュニケーションを図ろうとする。
	将来就きたい職業とその理由をスピーチする活動を通して，職業の名前と理由を尋ねたり伝えたりする表現に慣れ親しみ，自分の言いたいことを伝えたり仲間の言うことを理解したりしながら積極的にコミュニケーションを図ろうとする。

	英語表現
	teacher, doctor, singer, farmer, engineer, racing driver, fire fighter, police officer, tennis player, baseball player, soccer player, scientist, cook, astronaut, nurse, pilot
	What do you want to be?　 

I want to be a firefighter.
	Hints, please. You want to be a ~.
No, but nice try!　
Yes, that’s right! Good job!
	Hello, my name is ～.I want to be a ～.

Because I like  ～ and I can  ～.

	学

習

活

動


	1.Warm-up

あいさつと歌
2.ALT’s Time

職業あてゲーム
3.Activity   ウ①，ア①                                   　　　　

(1) 職業チャンツをする。pp.40  Let’s chant
(2) 職業ビンゴをする。

)


4.Evaluation
	1.Warm-up

あいさつと歌「What do you want to be?」
2.ALT’s Time　ウ③
ALTの国の消防士の服装・道具などの特徴を聞き，日本の消防士との違いを知る。
3.Activity 　イ①②                                     　　　　


(1) いろいろな職業の言い方を練習する。
(2) ペアでカルタゲームを行う。

(3) 教師によるスキットを見て，活動の見通しをもつ。
(4) ペア探しゲームをする。


4.Evaluation
・Good job！シートで振り返る。
	1.Warm-up

あいさつと歌「What do you want to be?」
2.ALT’s Time 
ALTの小さい頃の将来の夢を聞く。
3.Activity   ア①，イ②                                    　　　　


(1) p.38  Let’s Listen を行う。
(2) 教師によるスキットを見て，活動の見通しをもつ。

(3) ヒントを考える。
(4)スクランブルでインタビューゲームを行う。
4.Evaluation


	1.Warm-up

あいさつと歌「What do you want to be?」
2. Activity   ア②，イ②                                     　　　　


(1) 指導者によるスキットを見て，課題をつかむ。

(2)スピーチをする。
(3)中間交流会をする。
(4)後半スピーチを

する。

4.Evaluation
・Good job！シート（インタビュー）で振り返る。

	評価
	イ①

ウ①②(観察・ワークシート)　 
	イ①②(観察)

ウ③（ワークシート）
	ア①（観察）　

イ②（観察）
	ア②(観察)
イ②（観察・Hi, friends!)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	[単元における評価の観点]

	ア　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意欲・態度
	イ　外国語への慣れ親しみ
	ウ　言語や文化に関する気付き

	①職業の言い方や将来の夢を伝える表現に興味をもって使おうとしたり，職業から連想される言葉を言ったりしようとしている。

②進んでたくさんの友達に質問をしようとしている。
	①ALTや友達の言葉から職業を表す表現やそれに関わる表現に慣れ親しんでいる。
②どんな職業に就きたいのかを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しんでいる。
	①職業を表す表現を聞いて，日本語と英語との音の違いに気付いている。

②将来の意向を表すには，I want to  be~.という表現を用いることに気付いている。
③同じ職業でも，外国では服装の色や，道具などが違うことに気付いている。


職業ビンゴを楽しんで職業の言い方にたくさんふれよう。








①ランダムにカードを並べる。


②全員で“What do you want to be?”と聞き，ALT（HRT）が“I want to be a ○○.”と答える。


③クラス全員が職業の部分を繰り返して言う。


④言われたカードを裏返していき，ラインをそろえることができればビンゴとなる。





語尾がist,erのものを意図的に集めてALTが問題を出すと気付きやすい。





必ず繰り返す約束をする。





お互いの夢を尋ねたり，答えたりして同じ夢のペアを見つけよう！








ALT: Hello.　　　　　　　


HRT: Hello. What do you want to be?


ALT: I want to be a firefighter.                                                                                                                                            　　　　　　  HRT: It’s good.


ALT: What do you want to be? 　


HRT:Ｉwant to be a teacher.


ALT: It’s nice.








スクランブルで交流し，ペアになれたら次のカードを取りに行って進める。





友だちの将来の夢を当てよう！








ALT: Hello! What do you want to be?


     Hints, please.


HRT: I like winter. I like P.E.


     And I like mountains.


ALT: Oh! You want to be a skier.


HRT: Yes, that’s right. Good job.





    


 








慣れ親しんできた表現以外の職業についても実態に合わせて増やしていく。





将来就きたい職業と理由を伝え合おう！





（発表者）


A: Hello. 


I want to be a pianist.


Because I like piano 


and I can play the piano


very well. 


Thank you.








写真やジェスチャーを使えるとよい。





（　聞く人）


C: What do you want to be?


　Why?


Me, too. / Wow! Great! / I know. 





Good luck! 








聞く人はみんなでwhy?と問いかけたり，wow!と反応したりして聞くのみにならないようにする。





実態に合わせて，理由をfirst,　second,　thirdと順に言えるようにするとよい。








